
′
"と
/ε

広
華「

ρ星 4 7aA/S SHIRA五4KA

お しらせ版
1月 の業務時間延長日
1/4,9,1

●共公民館燿躊軍●祈
● 1階ロビー

美術コーナー①  12月 に弓:き続き1月 31日まで

「和紙ちぎり絵展」
佐藤慶子さん (荒砥乙)

美術コーナー②  12月に引き続き1月 5日まで

「白鷹高等専修学校手芸作品展」
白鷹高等専修学校の皆さんの作品です。

「そば猪口展」 1月 9日から2月 28日まで
町に寄贈された品物です。

▲そば猪口

●文化実習室 特別展
▼ 1月 10日から17日 まで

「押し花教室作品展」
中央公民館事業「押し花教室」の皆さんの作品です。

● 1階フ回アー

す 「王安石詩」
殿岡しづさん (荒砥甲)の書です。

鳳
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NO.959

●鮎員地区公民館ギャラリー

(開催日:月 ～土曜日)
「パッチワーク教室作品展」
大型のタペストリーほか、小物などを
展示します。
(12月 25日 まで)

「白鷹高等専修学校作品展」
小さな手芸品などを展示します。
(1月 5日 から31日 まで)



「
し
ら

た
か

ス
キ
ー

ス
ク
ー
ル
」

受
講
生
募
集

初
級
、
中
級
、
Ｌ
級
者
ま
で
男
女

は
―ｌｌｌ
い
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
計
習

日
　

１
月

１９
Ｈ

（金
）
、
ハ
Ｈ

（木

）
、
現
Ｈ

（水
）
、
２
月

６
日

（火
）
、

ビ
Ｈ

（月
）
計

５
回

※
加

え

て
、

３
月

１７
Ｈ

（」
）

に
雨

量

レ
ー
ダ

ー
ま

で

の

ツ
ア
ー

ス
キ

ー

を
行

い
ま
す
。
（荒

人

の
場
合

は

１８
日

（日
）
）

▼
時

―ｌｉｌ
　
午
後

７
時

～

９
時

▼
ど

こ
で
　

白
鷹

町
■

ス
キ
ー
場

▼
講
ｒｌ‐ｌｉ
　

白
鷹

町

ス
キ
ー
連
鼎
指

導

［貝▼
参

加
料

　

１
５
０
０
円

（保
険
代

と
し

て
）

※
リ

フ
ト
料
金

は
自

己
負

――‐
と
な

り

ま
す

（指
導
員

の
指

示

に
従

っ
て
く

だ

さ

い
）
。

▼
定

員

　

知
人

■
中

込

・
―１１１

い
合

わ

せ
　

教
育
委

員

会

生

涯
学
習

・
ス
ホ
ー

ツ
推
進
係

（８

絲
１

６
１
４
７
）

児
童
生
徒
就
学
援
助
制
度

町
で
は
小

。
中
学
校
に
在
学

（就

学
）
す
る
お
ｒ
さ
ん
の
学
用
品
費
や

給
食
費
な
ど
、
就
学
費
用
の

．
部
を

援
助
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

▼
対
象
占
　
経
済
的
理
由
で
就
学
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒

＊
提
出
書
類
を
審
査
し
て
決
定
し
ま

す
。
中
請
す
る
と
す

べ
て
該
当
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
援
助
内
容
　
学
用
品
費

・
給
食
費

ほ
か
▼
提
出
書
類
　
給
与
等
の
所
得
の
ほ

か
、
児
童
Ｆ
当
、
児
童
扶
養
Ｆ
当
、

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
場
合
は
金

額
が
わ
か
る
書
類

の
コ
ビ
ー
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
Ｈ
　
平
成
”
年
１
月
”
Ｈ

（月
）
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
先
　
希
望
す
る
か
た
の
校
区

内

の
小

・
中
学
校

■
‐ｌｌｌ
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
学
校

教
育
係

（雪
栃
１
６
１
４
４
）

白
鷹
学
講
座
パ
ー
ト
９

「板
本
洋
子
《
財
）日
本
青
年

館
結
婚
相
談
所
長
〉講
演
会
」

▼

い

つ
　

平
成

１９
年

１
月

郎
Ｈ

（火
）

午
後

７
時

～

▼
ど

こ
で
　

バ

ワ
ー
セ

ン
タ
ー

＊
詳

し

く
は
広
報

し

ら
た
か

１
月
号

に
掲
載

し
ま
す
。

■
―ｌｌｌ

い
合

わ

せ
　
教

育
委

員
会
生

涯

学
習

・
ス
ポ

ー

ツ
推
進
係

（な

部
―

６
１
４

７
）

あ
ゆ
か
い
保
育
園

の
通
園
バ

ス
運
転
手
を
募
集
し
ま
す

▼
募
集
人
員
　
１
人

▼
資
格
　
大
型
免
許
を
有
し
、
平
成

‐９
年
４
月
１
日
現
在
％
歳
未
満

の
か

た▼
業
務
内
容
　
保
台
所
に
通
円
す
る

お
お
む
ね
３
歳
以
―‐
の
児
中
を
保
台

田
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
使
用
し
、
安

全
に
送
迎
し
ま
す
。
そ
の
他
、
関
行

■

等

で
の
送
迎

が
年

‐―ｌｌ
数

回
あ

り
ま

す
。

バ

ス
運
行

に
は
添
乗
員

が
同
乗

・①
嘔
期
―ｌｉｌ

（４
月
～
Ю
月
）

・
迎
え
　
午
前
８
時

・
送
り
　
午
後
４
時

②
冬
期
‐ｌｉｌ

（Ｈ
月
～
３
月
）

・
迎
え
　
午
前
８
時

・
送
り
　
午
後
３
時

卸
分

▼
賃
金
月
額
　
８
万
１
０
０
０
円

▼
賞
与
　
２
万
５
０
０
０
円
（年
２
回
）

▼
雇
用
期
間
　
平
成
り
年
４
月
か
ら

平
成
却
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
が
、

両
契
約
が
で
き
ま
す
。

▼
応
募
方
法
　
履
歴
洋

（様
式
任
意
）
、

免
許

‐
，‐――
の
写
し
を
添
付
し
て
保
台
関

に
中
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
締
め
切
り
　
平
成

円
年
１
月

釦
日

（上
）

▼
採
用
方
法
　
運
営
委
員
会
で
面
接

を
行
い
ま
す
。

▼
募
集
Ｌ
　
あ
ゆ
か
い
保
育
田
通
田

バ
ス
運
行
委
員
会
委
員
長
　
新
野
毅

「白
鷹
町
商
工
会
年
末
金
融
相

談
窓
口
」
を
設
置
し
ま
す

年
末
に
向
け
て
、
商

１１
会
に
よ
る

金
融
相
談
窓

Ｈ
が
設
置
さ
ね
ま
す
。

▼
い
つ
　

陀
月
”
Ｈ

（金
）
午
前
９

時
～
午
後
３
時

▼
ど
こ
で
　
白
鷹
町
商

ｌｉ
会
館

▼
相
談
員
　
白
鷹
町
商

――
会
経
営
指

導
員

偽
叩０
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■
――ｌｌ
い
合
わ
せ
　
白
鷹
町
商
Ｌ
会

（８
踊
１
０
０
５
５
）

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を

募
集
し
ま
す

四
季
折

々
の
魅
力
あ
る
白
鷹
を
Ｐ

Ｒ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

「し
ら
た
か
旅
先
案

内
人
」
は
、
現
在

嬌
人
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
と
活
動
し
て

い
た
だ
け
る
や
る
気
の
あ
る
か
た
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
白
鷹
町
観
光
協
会

（８
％
１
０
０
８
６
）
ま
た
は
菅
野

（四
絲
１
５
５
９
３
）

主
演
　
一昌
司
純
子
×
寺
島
し
の
ぶ

映
画

「待
合
室
」
上
映
会

駅
の
待
合
室
に
誰
か
が
置
い
た
ノ

‐
卜
０　
本
人
の
お
ば
あ
さ
ん
を
は
じ

め
、

こ
の
ノ
ー
ト
を
介
し
て
広
が
る

心
の
交
流
を
描
い
た
‐‐―央
画
で
す
。

▼
い
つ
　
平
成
”
年
１
月
Ｂ
Ｈ
（Ｌ
）

①
午
後
２
時
～

②
午
後
６
時

細
分
～

▼
ど
こ
で
　
バ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
前
売
券
取
り
扱
い
　
役
場
政
策
改

革
課
、
教
育
委
員
会
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
バ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
、
荒
低
駅
、

山
形
新
聞
荒
砥
専
売
所
な
ど

＊
前
売
券
１
枚
に
つ
き
馴
円
が
山
形

い
の
ち
の
電
話
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

▼
Ｌ
催
　
白
鷹
活
動
写
真
供
楽
部
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月の学校給食献立表】
ちょうりじょうゆうびん～おしらせ版～

もうすく
゛
お正月です。給食で提供するお正月の食べ物は「ひょ

う干しの煮物」「ひやしるJ「鯉の甘煮J。 家庭からは徐々に姿を消し

つつあるこれらの郷上料理は、置賜の風tや歴史を語るうえでは
欠かせないものです。先人の思いを探ることは、自分のルーツを

たどること。4iまれ育つた地域の伝統文化にたくさん触れること

は、子どもたちが自分を理解し、成長するのを助けてくれるもの

と思います。

1月 30日 には、給食記念 Hの献立を予定しています。山形県は

学校給食発祥の地。明治22年、鶴岡町の忠愛小学校で、お弁当を

持ってくることのできない子どもたちのために給食を出したのが、

今日の給食の始まりとさオ1ています。当時の献立は、おにぎりに

塩魚+、 煮浸しでした。これらに近づけた内容の給食を予定してい

ます。

今月のおらほの食材 (‖ I内産)

ひょう「 し
。打ち豆・ねぎ。大根 。自菜 。おみづけ 。青畑豆

11

こ
は
ん
　
鶏
肉
の
棒
々
鶏
ソ
ー
ス
か
け

小
松
菜
の
ナ
ム
ル
　
中
華
ス
ー
フ

玄
米
ハ
ン
　
和
風
ハ
ン
ハ
ー
ク
　
海
藻
サ
ラ
タ

コ
ー
ン
い
り
卵
ス
ー
フ
　
お
米
の
タ
ル
ト

ラ
　
フ
ラ
ン
ス
シ
ャ
ム

鮭
わ
か
め
こ
は
ん
　
鯉
の
こ
と
こ
と
煮

ひ
ょ
う
千
し
●
物
　
紅
白
は
ん
へ
ん
の
す
ま
し
汁

ま
め
に
よ
る
こ
ふ

こ
は
ん
　
あ
し

の
レ

モ
ン
漬
け

青
菜
と
キ

ャ

ヘ
ツ
の

こ
ま
あ
え

み
そ
け
ん
ち
ん

こ
は
ん
　
肉
と
野
菜
の
五
目
炒
め

和
風
サ
ラ
タ
　
も
や
し
の
み
そ
汁

こ
は
ん
　
ハ
リ
ハ
リ
春
巻
　
ひ
や
じ
る

と
ん
か
ら
汁
　
り
ん
こ

食

ハ
ン
　
ト
ラ
イ
カ

レ
ー

キ

ャ
ヘ
ツ
の

マ
リ

ネ

ス
キ

ム
ミ
ル
ク
入

リ

ス
ー

フ

こ
は
ん
　
ほ
っ
け
照
焼
き

は
う
れ
ん
草
の
ア
ー
モ
ン
ト
和
え
　
す
ま
し
■

山
形
県
産
ミ
ル
ク
フ
リ
ン

こ
は
ん
　
揚
け
餃

子

（し
そ
）

わ
か
め

の
酢

の
物

え

の
き
と
大
根

の
み
そ
汁
　
納

豆

30

／

≠

／

≠

火 水

こ
は
ん
　
え
ひ
と
い
か
の
チ
リ
ソ
ー
ス
煮

コ
ー
ル
ス
ロ
ー
サ
ラ
タ
　
き
の
こ
ス
ー
フ

緑 こ
黄 は
色 ん
里予
菓 ち

み 唐
そ 揚
,十 け

青
畑
豆
入
り
ひ
し
き
者

ホ
ン
カ
ン

キ
ャ
ロ
ッ
ト
ハ
ン
　
ク
リ
ー
ミ
ー
コ
ー
ン
フ
ラ
イ

花
野
菜
サ
ラ
タ
　
つ
く
ね
入
り
う
と
ん
汁

こ
は
ん
　
”か
り
の
こ
ま
み
そ
焼
き

３
色
ひ
た
し

じ
ゃ
か
い
も
と
王
ね
き
の
み
そ
汁

こ
は
ん
　
ハ
ヤ

ン
ラ
イ
ス

日
■
の
お
み
つ
け
　
ヨ
ー
ク
ル
ト
サ
ラ
ク

こ
は
ん
　

一ユ
店

ス
テ
ー
キ

野
菜

あ

ん
か
け

磯
香
あ

え
　
自
菜

と
ミ

ー
ト
ホ

ー
ル

の

ス
ー

フ

こ
は
ん
　
鮭
焼
き
　
た
か
な
に

根
菜
の
こ
ま
汁

食
ハ
ン
　
ツ
ナ
マ
ヨ
オ
ム
レ
ツ
　
大
根
サ
ラ
ク

ホ
ト
フ
　
フ
ル
ー
ヘ
リ
ー
＆
マ
ー
カ
リ
ン

☆このほか毎 日牛乳が 1本付きます

②



＊
挑
＝
ｒ
打
を
常
●
し
て
ガ
■
し
ゴ
　
一　
′

■
――――

い
合

わ

せ

　

ハ
ヮ
ー

セ

ン
タ
ー

（Ｂ

部
１

０
０
０
１
）

選
挙
啓
発
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

企
業

・
団
体
を
募
集
し
ま
す

県
民
　
体
と
な

っ
た
幣
発
活
動
を

推
進
す
る
た
め
、
自
Ｌ
的
に
選
挙
啓

発
活
動
に
取
り
組
む
法
人
等
を
募
集

し
ま
す
。

＊
県
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
応
募
法

人
等
を
選
挙
啓
発
サ
ポ
ー
ト
法
人

等
と
し
て
登
録
し
ま
す
。

▼
サ
ホ
ー
ト
法
人
等
の
役
割

い
・基
本
姿
勢

選
挙
啓
発
の
支
援
活
動
は
政
治
的

に
中
立
で
、
特
定

の
政
党
、
公
職

の

候
補
と
、
政
治
１．
の
Ｌ
義

・
施
策
な

ど
の
支
持
ま
た
は
反
対
す
る
意
図
を

も

っ
て
行
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
支
援
内
容

支
援
活
動
は
投
票
総
参
加
と
明
る

く
き
ね
い
な
選
挙

の
推
進
の
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
等
に
よ
の
自
Ｌ
的

に
行
わ
ね
る
取
り
組
み
で
す
。

【支
援
活
動
の
例
〕

・
県
の
啓
発
研
修
な
ど
の
案
内

の
従

業
員

へ
の
川
知

・
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
で
の
選
挙
期
日
、

投
票
参
加
の
円
知

・
店
内

・
■
務
所
内
な
ど

へ
の
ホ
ス

タ
ー
、

の
ば

り
旗
の
掲

小

。
お
客
さ
ま

へ
の
啓
発
チ
ラ
シ
の
配

布
・
法
人
等
の
自
動
中

へ
の
啓
発
用
ス

テ
ッ
カ
ー
等

の
掲
示

・
チ
ラ
シ
な
ど

へ
の
選
挙
期
日

・
啓

発
標

・
ｉｒｉ
等
の
掲
載
な
ど

▼
応
募
資
格
　
山
形
県
内
に
本
社
、

むド

リ
■
務
所
等
を
置
く
法
人
等

（政
党

・

政
治
団
体
、
宗
教
団
体
は
除
く
）
。

▼
募
集
期
―ｌｉｌ
　
随
時

▼
応
募

・
登
録
方
法
　
県
選
挙
管
理

委
員
会
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
に
掲
載

の
登

録
用
紙
に
必
要
十
項
を
記
入
し
、
原

則
Ｌ
し
て
電

ト́
メ
ー
ル
に
よ
り
中
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

（そ
ね
以
外
の
場

合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）
。

※
条
件
な
ど
詳
し
く
は
お
――ｌｌ
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
応
募
先

・
問
い
合
わ
せ
　
県
選
挙

竹
理
委
員
会

「選
挙
啓
発
サ
ポ
ー
ト

企
業

・
団
体
募
集
」
係
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０
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羽
越
水
害
４。
年
巡
回
パ
ネ
ル
展

資
料
・ア
イ
デ

ィ
ア
募
集

平
成

＝
年
８
月
昴
日
で

・
ｌｒ＞
年
を
迎

え
る

，１，‐
越
水
害

の
教
訓
を
次
世
代

ヘ

伝
承
し
、
水
害

へ
の
備
え
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
と
し
て
ハ
ネ
ル
展
を
開

催
し
ま
す
。
そ
ね
に
先
立
ち
、
皆
さ

ん
が
お
持
ち
の
貴
重
な
写
真

・
資
料

・
ア
イ
デ

ィ
ア
等
を
募
集
し
ま
す
。

▼
白
鷹
町
開
催
日
程
　
平
成
”
年
５

月
１９
日

（１‐
）
～
５
月
昴
Ｈ

（金
）

（あ
ゆ
茶
屋
）

▼
募
集
内
容
と
応
募
形
式

①
羽
越
水
害
を
は
じ
め
近
年
ま
で
に

起

こ

っ
た
県
内

の
水
害

の
資
料

（写
真

・
映
像
）

撮
影
同
時

・
場
所
が
わ
か
る
よ
う

に
応
募
く
だ
さ
い
。
媒
体
は
不
問

夕彎
/

,瞥
■町内出版物の紹介
◇詩集「松葉ぼたん」 著者 阿部 康子
著κは‖l内 1`4111出身で朝H田 l伯 :イ |:。 山形新聞に投稿した作

品集ですが、2002年 に火災に遭い、失つた原稿をド1鷹田」や長

井市の図il「館と友人達の協りJで探し出し、出版さオ1たそうで

す。恩白「の蒲11直 英氏は「素朴な
′
|:活詩で昔の小学41の ころ

の名残りを感じさせた。自然や人11に 対して謙虚で深い信頼

は読むひとの心を打つ」14三品と評しています。ぜひご
^読 く

ださい。

■今月の新刊

■ 1月 の休館日 1 2 3 815～ 21(蔵書点検作業)29
街「N::[1暴:繁[

書   名 著 者 名 出版 社

後ろ傷 東  直己 双葉社

おんぶにだつこ さくらももこ 小学館

還らさる道 内田 康夫 祥伝社

奸婦にあらず 諸田 玲子 日本経済新聞社
苦海浄土 第2部 石牟礼道子 藤原書店

薬になる植物図鑑 増田和夫 監 柏書房

Kの 日々 大沢 在昌 双葉社

50才からの再入学パソコン塾 工阪 俊哉 技術評論社

ゴムはんこワールド 羽鳥 房江 技術評論社

周平独言 藤沢 周平 中央公論新社

知ることより考えること 也田 晶子 新潮社

人口減少新しい日本をつくる 日本経1斉新聞社編 日本経済新聞社

図説百人一首 石井 正己 河出書房新社
七夕しくれ 熊谷 達也 光文社
「伝える言葉Jプラス 大江健二郎 朝日新聞社

「糖尿病」専門医ならこう治す 鈴木 吉彦 秀和システム

百万遍古都恋情 上・下 花村 万月 新潮社

不1合好な朝の馬 丼上 荒野 講談社

藤沢周平未刊行初期短編 藤沢 周平 文芸春秋

ほたる 北原亜以子 新潮社

ミュージアム・パワー 高階秀爾編 慶応義塾大学出版会

②
水
害
体
験
手
記

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

＝
枚
以

内

（ま
た
は
同
様

の
ワ
ー
プ

ロ
原

稿
）
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

③
水
害
に
備
え
る
わ
が
家
の
防
災
ア

イ
デ

ィ
ア

ハ
ガ
キ
か
手
紙
に
ア
イ
デ

ィ
ア
を

記
載

い
た
だ
く
か
、
デ
ジ
タ
ル
デ

ー
タ
で
の
応
募
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

▼
締
め
切
り
　
平
成

＝
年
１
月
，
日

（水
）

▼
応
募
方
法
　
郵
使
ま
た
は
宅
配
使

（若
払
い
不
可
）
で
次

の
記
載
，
項

を
記
入
し
ご
応
募
く
だ
さ
い

（様
式

白
山
）
。

○
記
載
十
項
　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
職
業
、
資
料

・
ア
イ

デ

ィ
ア
に
つ
い
て

．
言

コ
メ
ン
ト
、

応
募
を
知

っ
た
き

っ
か
け

（各
部

門
共
通
）

▼
表
彰
　
Ｌ
催
者
の
厳

‐ｌｉ
な
審
査

の

う
え
表
彰
し
ま
す
。

①
最
優
秀
賞

（賞
状

・
副
賞
）

各
部
門
１
人

②
優
秀
賞

（賞
状

・
副
賞
）

各
部
門
３
人

※
人
賞
し
た
資
料

・
ア
イ
デ

ィ
ア
は
、

Ｌ
催
と
を
権
利
汗
及
び
複
製
権
計
と

し
て
許
諾
し
、
広
報
活
動

の

．
環
と

し
て
、
展
示
会
や
広
報
資
料
等

へ
の

自
山
使
用
を
′Ｊ
承
い
た
だ
き
ま
す
。

■
応
募
先

・
問
い
合
わ
せ
　
村
山

・

趾
賜
地
区
災
害
情
報
普
及
協
議
会
■

務
局

（山
形
河
川
国
道
亨
務
所
調
査

第

．
課
内
　
一Ｔ
９
９
０
１
９
５
８
０

山
形
市
成
沢
西
４
ｒ
日
３
１
那
　
雪

０
２
３
１
６
８
８
１
８
４
２
１
）

農

業

経

営

者

ト

ッ
プ

セ

ミ

ナ

ー

経
営
の
最
新
情
報
と
経
営
戦
略
に

欠
か
せ
な
い
実
践
ノ
ウ

ハ
ウ
か
ら
、

農
業
法
人
経
営
の
発
展
を
支
援
す
る

セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

▼
期
日
　
平
成
＝
年
１
月
１７
日
（水
）
、

斑
Ｈ

（水
）
、

２
月
７
日

（水
）

▼
時
間
　
午
後
１
時
～
受
付

午
後
１
時

細
分
～
３
時
研
修

午
後
３
時
Ю
分
～
個
別
相
談
会

▼
ど
こ
で
　
人
童
ホ
テ
ル

（人
童
市
）

▼
応
募
資
格
　
農
業
法
人
経
営
´
、

▼
応
募
方
法
　
郵
使
番
号
、
住
所
、

氏
名

（会
社
名
）
、
電
話
番
号
、
個

別
相
談
希
望
の
有
無
を
明

‐
―己
し
、

フ

ア
ツ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
に
よ
り
中

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
中
込
先

・
‐ｌｌｌ
い
合
わ
せ
　
山
形
県

立
農
業
大
学
校
研
修
部
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農業委員会のお知らせ

● 1月 の農業委員会総会
1月 25日 (木 )

●農地法関係の中請締め切り

1月 10日 (水 )

■問い合わせ

農業委;t会農地調整係

(885-6128)



赤ちゃん健診

●日程 :

月  日 健 診 対 象 児

1月 10日 17kl
3カ 月児 平成18年 9月 生まれ

9カ 月児 平成18年 3月生まれ

1月 24日 17kl 1歳 6カ 月児
平成17年 4月 1日
～5月 31日生まれ

●会場 :健康福祉センター

●内容と受付時間
3カ月児…・・……昼12時 30分～1時
9カ月児………・・午後1時～1時 20分
1歳 6カ月児……昼121寺 30分～1時25分

●持ち物

母子健康手帳、バスタオル、間診票 (3
カ月・9カ月児は事前に配布、 1歳 6カ
月児は郵送)、 3カ月児。9カ月児健診の

かたは予防接種予診票
●注意
*問診票と母子健康手帳の「保護者の記録」
を必ず記入しておいでください。
*1歳 6カ月児健診は郵送する問診票で指
定された時間においでください。
*待ち時間を少なくするため受付時間をず
らしていますので、ご協力ください。
*お子さんが、当日具合が悪かったり、 1
週間以内に人にうつる可能性のある病気
(みずぼうそう、インフルエンザ、突発

性発疹、 とびひなど)にかかったりした
ときは事前に電話などでご連絡ください。

ポリオ予防接種

小児マヒの予防のため接種を行っていま

す。

●日程:1月 9日 (火 )

●受付時間 :午後1時～1時20分

●会場 :健康福祉センター

●対象 :

1回 目を受けるかた
…平成18年 4月～5月 生まれ
2回目を受けるかた
…平成17年 9月 ～10月 生まれ
*対象以外のお子さんで接種を希望される

かたは事前にご連絡ください。

●持ち物 :母子健康手帳、予防接種予診票
●申込・問い合わせ

健康福祉課健康推進係 (886-0210)

両親学級 (前期 )

●日程:1月 16日 (火 )
●対象:平成19年 4月 ～7月 に出産予定
のかた
●会場 :健康福祉センター

●内容 :妊娠中の生活と健康管理、妊娠中
の栄養、歯の健康、赤ちゃんとのふれあ
い、グループトークなど
●時間:午前9時45分～午後3時

●持ち物 :母子健康手帳交付時の資料、母
子健康手帳、歯ブラシ、手鏡
●申し込みは1月 12日 (金)まで、お電話
でお願いします。

広報しらたかおしらせ版 □桁1集・発Fi ll′ :‖ l総務課 lll形県西

各種相談

【すこやか子ども何でも相談】
お子さんの健康や育児のことなど、どん
な小さなことでも一人で悩まず、ご相談く

ださい。

【健康相談】
赤ちゃんからお年寄りまで、体や心の健
康に関すること全般
*保健師、栄養士が相談をお受けします。

らくらくスマイル教室を開催しています|

日ごろの運動不足・ストレス解消のため、

ぜひご参加ください。

● 1月 11日 (木 )、 25日 (木 )

昼の部 午後 1時30分～3時
夜の部 午後7時～8時 30分

●内容 ストレッチング、筋カアップ体操、
リズム体操ほか

●申込・問い合わせ

健康福祉課健康推進係 (886-0210)

感染性胃腸炎が流行しています !

ノロウイルスが原因と見られる感染性胃
腸炎が猛威をふる?ています。
●症状 吐き気、嘔吐、下痢、腹痛、頭痛
●感染
・食べ物から (生ガキなどの二枚貝を食
べて)
・感染者から (感染者が調理したものを

食べて)
。人から人へ (患者の嘔吐物等に触れた

り、嘔吐物が乾燥し飛散したものを吸
い込むなどの二次感染)

●予防対策
・食材の十分な過熱
・手指の十分な洗浄・消毒

手洗いは指先から手首まで、石けんを

付けて30秒以上しっかり洗いましょう。
・マスクの着用

年末年始の窓口業務などは
下記のとおり休ませていただきます。
ごみ収集などにご注意ください。

月   日
12/29
(金 )

12/30
(土 )

12/31

(日 )

／

月
曖
ω
“
ω

役場窓口
住民票、印鑑証明
税に関する証明
転入・転出届

休 休 休 休 休 休

斎場 休 休 休

中央公民館 休 休 休 休 休 休

地区公民館 休 休 休 休 休 休

図書館 休 休 休 休 休 休

町立病院外来
休 休
ただし

休
|
休

急患の場合は受け
1休
寸けます )

休

ごみ収集
ごみカレン
ダーどおり 休 休 休 休 休

*出生届、死亡届、婚姻届などは、12月 29日 から1月 3日 の午前8時 30分～
午後5時の間、役場日直窓口で受け付けます。
*火葬の電話予約については、午前7時～午後9時の間受け付けます。
*地区公民館の上記期間前後の休みについては、各地区公民館報をご覧ください。
*29日 のごみ収集については、長井クリーンセンターヘの直接搬入も受け付けます。
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子育て支援センター

1月のあそび広場
(時間 午前 9時30分～11時 )
【赤ちゃん広場 (火曜日)】
▼会場 健康福祉センター
9日 、 16日 、23日、30日

【すこやかあそび広場】
▼会場 健康福祉センター (木曜日)
4日 、11日 、 18日 、25日
▼会場 鮎貝地区公民館 (金曜日)
5日 、 12日、 19日 、26日

【地区広場 (月曜日)】
15日  蚕桑地区公民館
22日 東根地区公民館
29日  萩野ふれあい館
【相談日】
個別に相談があるかたはおいでください。
▼日時 毎週火、木曜日午後1時～3時
▼会場 健康福祉センター
■問い合わせ 健康福祉課
子育て支援センター (886-0212)

生活相談所の相談日
月10日 17kl弁護士相談並びに一般相談
月17日 17kl人権特設相談
月24日 17kl一般相談
月31日 17kl一般相談

▼会場 :老人福祉センター
▼時間 :午前10時から午後3時まで
▼弁護士 :安部 敏さん
*弁護士相談は前日まで要予約、午後1時
35分から3時 35分まで。相談は無料。
■問い合わせ
白鷹町社会福祉協議会 (886-0150)

「結婚相談室」の開設
▼いつ 1月 9日 (火)午後1時～5時
▼どこで 老人福祉センター
▼相談料 無料
*事前に連絡があれば、相談時間など調整
します。プライバシー厳守。
■問い合わせ
産業振興課商工振興係 (885-6136)


